
歴
史
と
ス
ポ
ー
ツ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

〒
574
‐
0
0
1
5
野
崎
3
‐
6
‐
1（
来
ぶ
ら
り
四
条
内
）

☎
876
・
7
0
1
1

　

876
・
7
7
0
2

①
フ
ッ
ト
サ
ル
・
サ
ッ
カ
ー

3
月
1
日
〜
29
日
の
毎
週
日
曜
日
と
21
日

㈷
・28
日
㈯
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
　

ミ

ニ
ゲ
ー
ム
　

中
学
生
以
上
　

各
500
円

②
子
ど
も
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

3
月
6
日
〜
27
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
4

時
30
分
〜
6
時
　

基
礎
練
習
と
ミ
ニ
ゲ
ー

ム
　

小
学
生
　

各
500
円
（
初
回
無
料
）

③
初
心
者
・未
経
験
者
の
た
め
の
フ
ッ
ト
サ
ル
ス
ク
ー
ル

3
月
6
日
〜
27
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
7

時
〜
8
時
30
分
　

基
礎
練
習
と
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

中
学
生
以
上
　

各
500
円
（
初
回
無
料
）

④
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

3
月
7
日
㈯
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
、15
日
㈰
・22
日
㈰
・28
日
㈯
・29
日
㈰
午

後
3
時
30
分
〜
5
時
30
分
　

1
人
で
も
グ

ル
ー
プ
で
も
参
加
可
能
の
ゲ
ー
ム
形
式
イ
ベ

ン
ト

　

中
学
生
以
上
　

各
先
着
20
人
　

各
500
円
　

室
内
靴

⑤
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

3
月
10
日
㈫
・
24
日
㈫
・
31
日
㈫
午
後
3

時
30
分
〜
5
時
30
分
　

ゲ
ー
ム
形
式
　

小
学
生
以
上
　

各
先
着
15
人
　

各
500
円

室
内
靴
、ラ
ケ
ッ
ト

卓
球
大
会

5
月
24
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
　

四

條
畷
市
立
総
合
体
育
館
　

男
子
・女
子
シ
ン

グ
ル
ス
　

小
・中
学
生
オ
ー
プ
ン
　

500
円

4
月
27
日
ま
で
に
伊
藤
☎

873
・4
1
9
0

主
催
＝
大
東
・
四
條
畷
市
卓
球
連
盟

【
急
募
】小
学
校
ア
ル
バ
イ
ト
介
助
員

（
看
護
師
資
格
保
有
者
）

　
市
立
小
学
校
の
児
童
の
介
助
を
し
て
い
た

だ
く
、
看
護
師
資
格
を
保
有
し
て
い
る
ア
ル

バ
イ
ト
介
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
教
員
免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
内

容
・
条
件
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
貼
付
）

を
持
っ
て
教
育
政
策
室
☎
870
・
9
6
4
3

市
役
所
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

　
市
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
職
種
＝
一
般
事
務
職
　

主
に
パ
ソ
コ
ン

処
理
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
が
可

能
な
人
（
年
齢
不
問
）　
●
勤
務
時
間
＝
平

日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分
の
う
ち
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
の
勤
務
が
基
本

　
●
賃
金
＝
時

給
900
円
（
平
成
26
年
度
実
績
）、
別
途
交
通

費
支
給
あ
り
、
勤
務
条
件
に
よ
り
社
会
保
険

適
用
あ
り
　

登
録
は
随
時
受
付
（
郵
送
の

み
）。
登
録
期
間
は
原
則
と
し
て
受
付
日
か

ら
2
年
間
。
任
用
時
期
・
期
間
は
未
定

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
人
事
課
）
ま
た

は
窓
口
に
あ
る
「
大
東
市
臨
時
職
員
登
録

票
」
を
書
き
封
筒
の
表
に
「
ア
ル
バ
イ
ト
登

録
希
望
」
と
朱
書
き
し

て
〒
574
ー

8
5
5
5
人

事
課
☎
870
・
0
4
1
6

吉田川跡を通る道路
（コミュニティバス御供田西停留所付近）

恩智川跡の道路と雨水貯留施設

　
前
回
紹
介
し
た
三
箇
大
橋
を
通
る
道
は
、

緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が
ら
南
下
し
主

要
地
方
道
大
阪
生
駒
線
（
阪
奈
道
路
下
り
線
）

ま
で
通
じ
て
い
ま
す
。か
つ
て
こ
の
道
は
、現

在
の
近
鉄
河
内
花
園
駅
（
現
・
東
大
阪
市
）付

近
で
玉
串
川
か
ら
分
岐
し
、深
野
池
に
流
れ

込
ん
で
い
た
吉
田
川
の
川
筋
で
し
た
。現
在

は
、こ
の
道
を
挟
ん
で
西
側
が
川
中
新
町
、東

側
が
御
供
田
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
御
供
田
地
区
は
、吉
田
川
と
恩
智
川
の
堆

積
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
地
域
と
さ
れ
、か

つ
て
は
両
河
川
に
挟
ま
れ
な
が
ら
半
島
の
よ

う
に
深
野
池
に
突
き
出
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
元
禄
2
年
（
1
6
8
9
）に
御
供
田
村
を

訪
れ
た
貝か
い
ば
ら
え
き
け
ん

原
益
軒
の
「
南
遊
紀
行
」に
は
、

当
地
か
ら
深
野
池
ま
で
漁
に
出
る
人
々
の

様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、宝
永
元
年

（
1
7
0
4
）の
大
和
川
付
け
替
え
後
は
、下

流
の
吉
田
川
や
深
野
池
が
次
々
に
開
発
さ

れ
、御
供
田
村
周
辺
は
新
田
地
帯
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。御
供
田
地
区
に
隣
接

す
る
川
中
新
町
も
、こ
の
と
き
吉
田
川
跡
に

で
き
た
川
中
新
田
の
一
部
で
す
。ち
な
み
に
、

堺
屋
太
一
の
時
代
小
説
「
俯
う
つ
むき

加
減
の
男
の

肖
像
」で
は
、主
人
公
が
御
供
田
村
を
拠
点
に

深
野
池
の
開
発
を
指
導
す
る
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、三
箇
大
橋
か
ら
恩
智
川
堤
防
に

沿
っ
て
100
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
へ
行
き
、Ｊ
Ｒ

の
高
架
下
を
く
ぐ
る
と
、再
び
カ
ー
ブ
を
描

い
た
道
が
現
れ
ま
す
。こ
の
道
は
、昭
和
40
年

代
に
付
け
替
え
ら
れ
る
ま
で
恩
智
川
が
流
れ

て
い
た
場
所
で
す
。こ
の
道
の
歩
道
側
が
か

つ
て
の
古
堤
街
道
で
、現
在
は
桜
見
物
な
ど

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、降
雨
時
に
は
雨
水
貯
留
池
と
し
て
水

害
の
防
止
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
歩
道
を
歩
い
て
行
く
と
、間
も
な
く
右
手

に
御
供
田
地
区
の
氏
神
・
八
幡
神
社
の
社
殿

が
見
え
て
き
ま
す
。境
内
の
南
側
に
は
近
世

以
来
の
旧
家
な
ど
が
並
ぶ
歴
史
的
町
並
み
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
旧
跡
は
次

回
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　（
生
涯
学
習
課
）

第54話

古
堤
街
道
を
往
く
⑰

「
御
供
田
地
区
に
残
る
河
川
の
跡
」
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